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要 旨
中国人にと って牛は神のオーラを漂わせた動物である。 中国の伝説
には牛頭人身の神農や軍神蚩尤が登場するが， その姿形は古代ギリシャ
の神話の ミ ノ タウロスと共通している。 古代中国における 「牛」 崇拝
は， 「物」 とい う漢字から も うかがい知る こ とができよ う。 後漢の許慎
は 『説文解字』 に， “麗， 嵐麗匆， 釘葎寄麗， 爺仇岻方軟噐韮釘， 絞
貫釘， 齢蕗。” （物とは万物のこ とである。 牛は大物であ り ， 天地間の
ものは牽牛よ り始ま った。 ゆえに牛が偏であ り ， 勿は音である） と記述
している。 牛は森羅万象の象徴であ り ， こ こから牛がいかに重視されて
いたかがわかるのである。 また古代中国の朝廷には牛の飼育を専門に
担当する “釘繁” とい う役職があ り ， 『周官』 による と “釘繁嫺劍忽岻
巷釘， 參棋屓綜……” （“釘繁” は国の雄牛を飼育して， 待命し……） と
されている。 これも当時の人々が牛を大切に扱っていたこ との一端で
あろ う。 牛は人類が最も早期に飼い慣ら した動物に数えられ， 農業大国
である中国に果たした貢献は大きい。 道教の仙人がよ く青牛1) に乗って
いるのは， 古代， 青牛は樹齢1万年以上の老木が変
へん
化
げ
したものと信じ ら
れていたためである。 トーテムと して， また五穀の神と して， きわめて
優れた生殖力と創造力を持ち， 五穀豊穣や瑞兆をもたらすと考えられて
いた牛は， 富の象徴でもあった。 太古の牛に対する畏敬の念が人々の心
に刻み込まれたため， 中国の言語や文字には牛文化の影響が少なから
キーワー ド ： 人のたとえ， 物のたとえ， 良い面， 良くない面
１ 「牛」 の字源
原始時代の壁画に描かれた野牛の猛り狂う様は野性味あふれ， 迫力満点であ り ， 考古学
者に鮮烈な印象を与えた。 とはいえ， 原始時代の壁画の解明や解釈は容易ではな く ， 目下
議論が進められている。
殷代後期の青銅器は形状こそバラエティ に富んでいるが， 装飾は牛をモチーフにしたも
のがメインであるため， “牛鼎”3) と呼ばれるものもある。 近世に出土した殷代の “牛鼎” に
は 「牛」 を表す文字と して牛の頭部が刻まれているが， これも トーテム時代における原始
集落の絵文字の一つである （図 1参照）。
このほか図 2 ・ 3に見られるよ う に， よ り書きやすい絵文字も作り出された。 輪郭線のみ
で表されていた牛の頭部は塗りつぶされ， ほっそり したが， 牛の頭部をかたど っていると
い う点に変わ りはない。
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ず見受けられる。 人々は 「牛の視点でものを見る」 を好んだこ とから，
世の中は 「牛」 の色彩を帯びるよ う になった。 すなわち 「命名や比喩，
描写に牛を用いる」 とい う思考法が生まれたのである。 本稿は， 今日
に伝わる 「牛」 の成語やこ とわざ， 現代中国語における 「牛」， 民話
に語られる 「牛」， そして十二支の 「牛」 など 2)， 「牛のイ メージ」 を
物語る語彙や文化を考察の対象と し， そのイ メージを明確にしたもの
である。
図 1
図 2 図 3
牛の頭部の記号は図案と して殷周時代の青銅器や陶器を飾っただけでな く ， 文字と して
甲骨文や金文にも用いられた。 青銅器と並び， 殷文化の象徴である甲骨文は亀甲や獣骨に
刻まれた文字であ り ， 今日発見されている中国の文字でも最古のものである。 甲骨文は亀
の甲羅， も し く は家畜や獣の骨に刻まれたが， 最も多く使われたのが牛の肩胛骨である。
そして甲骨文には牛の頭の記号が頻繁に登場するが， 殷墟から出土した甲骨文にも牛の頭
に似た記号が数多く含まれている。 甲骨文の牛の字形は 4種類あるが， 一般的に用いられ
ていたのは図 4の字形である。
このころになると 「牛」 の字は， 牛の頭部と突き出た角を表す線で記されるよ うになる。
牛の字は甲骨文において， あ く までも本来の意味で用いられてお り ， “喞釘”， “仔釘”， “易
釘”， “麗釘”， “湘釘” といった語も甲骨文には数多く見られる。 さ らに 「牛」 は甲骨文字
の構成要素と して単独で用いる こ と も， 他の字と組み合わせて新しい漢字を作り出すこ と
もできた。 こ う して生まれた漢字が “褞”， “諜”， “珍”， “復”， “麗” などである。
甲骨文字は不変のものではな く ， 「牛」 とい う字は一貫して牛の頭部をかたどっていたも
のの， いさ さか変形した。 図 5から図 9 よ り 「牛」 の字形の変遷が見受けられる。
中国最古の字書に数えられる 『説文解字』 では漢字を 540の部首別に分類しているが， そ
こにはすでに 「牛」 部が設けられてお り ， これに続く古代の字書でも， 牛部を欠く ものは
一つと してない。 漢字には牛を部首とする字が果たしてい くつ存在するのであろ うか。 統
計によれば 4)， 『爾雅』 では 20余り ， 『説文解字』 では 50余り ， 『玉篇』 では 140余り ， 『康
煕字典』 では 250余り ， そして 『漢語大字典』 では 330余り とい う。 しかし今日用いられて
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図 4
図 5
（周代）
図 6
（六国時代）
図 7
（秦代 ・篆書）
図 8
（漢代 ・隷書）
図 9
（楷書）
いる漢字で牛が部首のものは昔ほど多くはない。
２ 「牛」 と 「犠牲
いけにえ
」
古代において祭祀は厳粛な行事であ り ， こ う した場に不可欠であったのが牛である。 中
国各地で発見された原始時代の壁画には祭祀の模様を描いたものが少な くない。 甲骨文に
は牛をいけにえと して供える習俗の記述がある。 「犠牲」 の二文字がいずれも牛偏であるの
は， 古代祭祀の際， 供え物と して最初に用いられたのが牛であ り ， しかもそれがご く一般
的であったこ とを物語っている。
犠牲の 「犠」 とい う字は毛色が純一な牛の意である。 『説文解字』5) には “聯， 忱注岻復
匆。” （犠とは宗廟のいけにえである） とあ り ， 『玉篇』6) には “聯， 歓弼釘。” （犠とは純色
の牛である）， 『六書故 ・動物一』7) には “群偕岻諜， 谷嚼歓醤宀， 聯匆。” （禽獣の雄であ
り ， 単色の毛や羽を持つものが犠である） とある。 このよ うないけにえの牛は 「捕」 と も
いい， 『説文解字』 に “捕， 釘歓弼。” （捕とは牛で純色のもの） と記されている。
いけにえにする牛には色や体格などについて厳密な規定があ り ， 無作為に牛を連れてき
ていけにえにしていた訳ではない。 祭祀に用いる牛は 「純色」 かつ 「完全」 でなければな
らず， この条件を満たしたものが 「牲」 であ り ， 古代祭祀に用いられた。 『説文解字』 には
“復， 釘頼畠。” （牲とは完全な牛である）， 『字彙・牛部』8) には “疾爺仇忱注岻釘頼畠垰復。”
（天地を祭る宗廟の完全な牛を牲という） とある。 いけにえの牛は神や祖先に供えるもので
あ り ， 直接その名を口にする こ とは禁忌と されていたため “匯圷寄冷” と呼ばれ， 一般の
牛と区別されていた。
牛をさ さげる祭祀は古代人にと って最も重要な祭事の一つであった。 祭祀の際にはまず
吉日を選ぶ。 吉日が決まると， 祭りで供えられる牛は 「牲」 と呼び名が変わる。 祭祀に用
いる牛に関しては必ず占いが行われ， 結果が吉と出ればその牛がいけにえと される。 いけ
にえに選ばれた牛は良い餌を与え られ， 美し く飾 り立てられるなどの特別待遇を受け，
人々の崇敬を集めたのである。
夏・殷・周の 3王朝にわた り ， 祭事のいけにえと して牛がさ さげられたが， 各王朝で尊ぶ
色が異なっていたため， 祭祀に用いるいけにえの色も推移した。 夏代には黒が尊ばれたた
め， 死者の葬儀を営むにあた り ， 納棺は夕方に行う こ とになっていた。 また戦時は黒毛の
馬が好まれ， 祭祀には黒いいけにえが用いられた。 殷代に尊ばれたのは白であ り ， 納棺は
真昼， 戦時は白い馬に乗るのが好まれ， 白いいけにえを供えた。 周代の色は赤で， 納棺は
夜明け， 馬やいけにえは当然赤毛を好んだ。
しかし孔子の時代9) になる と， 役牛やその子はいけにえにしてはならないと された。 農
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耕社会において牛は生産の主力と して重視されるよ うにな り ， 人々の神に対する畏敬の念
もいさ さか薄れ， よ り人間本位となった結果である。 また祭祀のいけにえとなる こ と こそ
牛の崇高な務めであるが， 役牛は 「いけにえ」 と してふさわし くないと され， その用途は
専ら田畑を耕すのみとなった。 この矛盾した心理は， 神中心から人間中心へ， 狩猟から農
耕へと社会が移行する時期と しては自然なものであろ う。
３ 「牛」 のさまざまな呼称
今日， 「牛」 は細か く分類されておらず， 「牛」 といえばウシ科の動物の総称になってい
る。 呼び分けると しても， せいぜい “仔釘” （黄牛）， “弌釘” （子牛）， “銚釘” （雌牛）， “巷
釘” （雄牛） のよ うに， 「牛」 の前に毛色や形状， 性質などを表す語を補うだけである。 し
かし， かつてはきわめて具体的かつ詳細に区別していた。
① 年齢別
1歳の牛は “瞭” といい， 『集韵 ・止韵』 には “釘匯槙僚岻瞭。” （牛で 1歳のものを瞭と
い う） とある。 2歳の牛は “勵 （）” であ り ， 『説文』 に “， 屈槙釘。” （とは 2歳の牛
である）， 『玉篇』 には “勵， 釘屈槙。” （勵とは牛で 2歳のもの） との記述がある。 “勵” と
“” は異体字であ り ， いずれも 2歳の牛のこ とである。 3歳の牛は “”， 『説文』 によれ
ば “， 眉槙釘。” （とは 3歳の牛である）， 4歳の牛は “厂”， あるいは “匸” で， 『説文』
には “厂， 膨槙釘。” （厂とは 4歳の牛である）， 『玉篇』 には “匸， 釘膨槙匆。” （匸とは牛
で 4歳のものである） とある。 5歳の牛は “匸”， 『本草綱目』 によると “（釘） 励槙垰匸。”
（5歳のものを匸とい う）， 6歳の牛は “圖”， やは り 『本草綱目』 に “（釘） 鎗槙垰圖。” （6
歳のものを圖とい う） と記されている。 7歳の牛は “缺” とい う。 8歳の牛は 6歳の牛と同
じ く “圖” である。 牛の年齢は歯と関係があ り ， 牛は 6歳以上になると歯が生え揃いう， ゆ
えに “圖” と称するとい う。 確かに 『広韵 ・至韵』 には “圖， 釘醤掛。” （圖とは牛の歯が
生え揃ったもの） と記されている。
② 性別
先人たちは牛を性別に， 雌牛， 雄牛， 去勢牛の 3種に分類した。 古代， 雌の動物を “褞”
と呼んだが， “褞” とい う字の原義は雌牛であ り ， それが後に雌の家畜を指すよ うにな り ，
さ らに雌全体へと語義が広がったのである。 『説文』 には “褞， 偕銚匆。” （牝とは家畜の雌
である） と記述されている。 雌牛はこのほか， “歩”， “褪”， “咥”， “垠”， “唸”， “啅” と
もい う。 雄牛の呼称は雌牛よ り もずっ と多いが， 最も一般的なものは “褞” と相対する
“諜” であろ う。 『説文』 に “諜， 偕幻匆。 貫釘輿蕗。” （牡とは家畜の雄であ り ， 牛偏で，
土は音である）， 『広雅・釋獣』 には “諜， 俛匆。” （牡とは雄である） と記されている。 ほ
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かに， “蒙”， “咀”， “堋”， “埔”， “墮”， “劑”， “將”， “祚”， “垳”， “夲”， “匆”， “咯”，
“址”， “君” などといった呼称もある。 去勢牛は “坎”， “褶”， “襄”， “將” といった。
③ 毛色別
毛色の純一な牛は “聯” （犠） といい， 『本草綱目』 には “（釘） 歓弼垰聯。” （純色のも
のは犠とい う） と記述されている。 また “捕” と もいい， 『説文』 に “捕， 釘歓弼。” （捕と
は牛で純色のもの） とある。 白いものは “圄”， あるいは “壜” であ り ， 『説文』 に “圄， 易
釘匆。” （圄とは白い牛である）， 『本草綱目』 に “（釘） 易弼垰圄。” （白いものを圄とい う），
『玉篇』 に “壜， 易釘匆。” （壜とは白い牛である） と記されている。 黒い牛は “”， 『本草
綱目』 には “（釘） 菜垰。” （黒はとい う） とあ り ， 赤い牛は “哽”， 『玉篇』 に “哽， 橿
釘。” （哽とは赤い牛である） とある。 まだらの牛は “犖”， あるいは “仙” といい， 『説文』
に “犖， 乙釘匆。” （犖とはまだら牛である）， 『本草鋼目』 に “（釘） 乙垰仙。” （まだらの
ものを仙とい う） との記述が見られる。 白と黒のまだらのものは “甫”， 『説文』 に “甫， 易
菜墫弼釘。” （甫は白黒のぶちの牛） とあ り ， 褐色と白のまだらのものは “奎”， 『説文』 に
“奎， 釘仔易弼。” （奎は黄色10) と白のぶちの牛） とある。 虎のよ うな模様の黄牛は “咢” で，
『説文』 に “咢， 仔釘拶猟。” （咢とは黄牛の虎模様のもの） と記されている。 このほか， 耳
の黒いものは “埃”， 唇の黒いものは “募”， 目の縁が黒いものは “叟”， 背の白いものは
“咸”， 腹の黒いものは “珍”， 足の黒いものは “單” といった。 と ころが古代には黄牛を表
す固有名詞が存在しなかった。 牛の色といえば黄色1０) であったから， こ と さ ら特定する必
要がなかったのである。 これについて段玉裁氏は 『説文解字注』 で “《櫛囘》 音冱仔釘宀，
釘參仔葎屎弼。 群音冱採弼， 峻僚仔釘匆。” （『爾雅』 が黄牛について言及していないのは，
牛の標準色が黄色であったためである。 何色と触れていないものはすべて黄牛のこ とを述
べているのである） と説明している。
④ 産地別と大きさ別
北方の牛は “囑”， 南方の牛は “”， 呉の牛は “匯”， 広南の牛は “竒”， 西南地区の長
毛の牛は “暮”， 西域の牛は “哈 （慕）” とい う。 子牛には “郷”， “奕”， “墸”， “咀”， “堊”，
“參”， 成牛には “垤”， “姆”， “厖” といった呼称がある。 さ らに未経産の牛は “埔”， 子が
ない， あるいは老齢で子の生めない牛は “”， そして良い牛は “匕” とい う。
この通り牛の名称は多彩であ り ， 中国古代には牛を中心と した畜産業の発達した時代が
あったこ とを物語っている。
４ 言語における 「牛」 及びそのイメージ
牛に関する言葉は数多く ， 枚挙に暇がない。 こ こでは比較的よ く使われるもののみを挙
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げる。
（１） 人のたとえ
A． 成語
① “析釘鸞郷” （親牛が子牛をなめる）11)
この成語の出典は 『後漢書・楊彪伝』 である。 三国時代， 曹操の配下に博識で頭の切れる
楊修とい う主簿がいた。 魏と蜀の交戦中， 曹操は漢中へ兵を進めて峡谷の入り口に陣を張
るが， そこで進退窮ま ってしま った。 攻めるには不利， かといって退いては沽券にかかわ
る。 そんなジレンマにさいなま される曹操の食卓に， ある日鶏のスープが運ばれて く るの
だが， そこに浮かぶ鶏の肋骨が彼の心を捉えた。 そしてたまたま指示を仰ぎに来た夏侯惇
につぶやいたのである。 「鶏肋， 鶏肋だ。」 楊修はこれを耳にすると荷物をまとめ始め， そ
れをいぶかしむ夏侯惇に言った。 「鶏肋は食べるには味がないが， 捨てるにも惜しい。 宰相
は漢中を鶏肋にたとえられたのです。 つま り こ こに留ま っても無益， 引き揚げるとい う こ
とです。 ですから帰り支度をしてお り ます。」 その後， 曹操は果たして撤退を命じたのだ
が， 自分の心を即座に見透かした楊修が癇に触った。 さ らに楊修は曹操のライバル， 袁術
の甥であったため， 後の禍根を絶つべく ， 士気を乱したと して楊修を殺してしま ったので
ある。 残された楊修の老父， 楊彪は身も世もな く嘆き悲しみ， 憔悴しきってしま う。 彼の
あま りのやつれよ う に曹操は尋ねた。 「なぜそれほどまでにやせ細ってしま ったのだ。」 す
ると楊彪は悲しげに答えた。 「親牛が子牛をなめるのと同じです。 愛しいせがれが， 子牛が
死んでしま ったのです， ど う して親牛がやせずにおられまし ょ うか。」 曹操はこれを聞く と
黙り込んだ。 その後， “析釘鸞郷” は両親が子供を慈しむ深い愛情のたとえとなった。
―→ この成語を見れば， 親牛は子牛をいとおしむ， 「人情味」 あふれる動物である こ と
が， 一目瞭然である。
② “釘丗斤日” （牛衣に対泣する）
この成語の出典は 『漢書・王章伝』 である。 前漢の時代， 王章とい う者がいた。 泰山鉅平
にあった彼の生家は貧し く ， 若いころに都長安に上り ， 学問を志した。 苦学生である王章
は妻とあばら家に住まい， 寝台も夜具もないよ うな惨めな暮ら しをしていた。 冬と もなる
と夫婦は寒さに震えつつ， 床に草を山と敷き， 麻や草で編み上げた粗末な 「牛衣」 を掛け
て暖を取るよ うな有り様で， そんなある日， 王章は重い病の床にふしてしま った。 生きる
自信を失った彼は牛衣をかぶって泣き出し， 涙を流しながら妻に最期の別れを告げるが，
優し く し っか り者の妻は夫を慰めて言った。 「私たちは貧しいけれど， あなたが病気を治し
て， 学問に精進すれば， き っ と この窮状から脱する こ とができるでし ょ う。 ど うか望みを
捨てないで。」 これを聞いて大いに感激した王章は生きる決意を固め， 妻の看護もあって日
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に日に健康を取り戻していった。 そしてやがて漢の元帝の代に左曹中郎将， 武帝の代には
司隷校尉から京兆尹に抜擢され， 立身出世を遂げたのであった。 この成語は貧し く卑しい
夫婦が共に手を取り合って貧苦に耐える様を形容するのに用いる。
牛衣は “釘瓜” （牛の掛け布団） と もいい， 牛用の防寒具である。 寒い冬が訪れると， 草
や麻のたぐいを編んで牛に 「服」 を こ し らえてやるのだが， この服をかつては 「牛衣」 と
呼んだ。 古代の貧しい人たちはよ く この牛衣で寒さをしのいだこ とから， 「牛衣」 は貧困を
象徴するよ う になったのである。
―→「牛衣」 はその昔， 人々が牛の防寒のために麻や草で編んでやった服であ り ， 当時，
牛が非常に大切にされていたこ とがうかがわれる。
③ “伶釘喚埖” （呉牛月にあえぐ）
中国の江南地方はかつて呉の国の所在地であったが， この 「呉牛」 とは江南地方の水牛で
ある。 この言葉に関しては， 漢の応劭の 『風俗通義 ・佚文』 や 『世説新語 ・言語』 に記述
があるので見てみよ う。 江南地方は暑さが厳しいが， 呉牛はとても暑がりで， 夏には水に
つかるか日陰の涼しい所で涼をとるのが常であ り ， 暑さを嫌うあま り ， 空に浮かぶ真ん丸
い月を真昼の太陽と勘違いしてあえいでしま う牛もいるとい う。 そこでこの成語は唐の李
白が “堝剩貧尢肇， 曾斡板斌車。 伶釘喚埖扮， 溶巻匯採逗 ！ ” と詠んだよ うに酷暑を形容
するほか， 痛手を受けたこ とがある事物に似たものを見るだけで疑心暗鬼になる こ とのた
とえとなった。 これにまつわる話が 『世説新語』 に記載されている。 西晋の武帝， 司馬炎
には満奮とい う臣下がいた。 彼は南方の出身でと りわけ寒がりであ り ， 冬と もなると猛虎
を恐れるがごと く寒風を嫌った。 木枯ら しが吹く真冬のある日， 武帝のお召しがあ り ， 満
奮は宮中に上がった。 宮中の北側の窓には頑丈なガラスが張ってあったが， なにぶん透明
なので今にも冷たい風が入ってきそうである。 彼は思わず身震いし， 窓辺に座ろ う と しな
かった。 そこで武帝が 「窓はガラス張りだから風など入っては来ない」 と教えてやると， 満
奮は恥じ入りながら答えた。 「私は呉牛のよ うなものでございます， 呉牛が月を見てあえぐ
よ うに， 風が入って く るのではなかろ うかとびくびく しているのです。」 こ う してこの成語
には別の意味が加わ り ， 風刺的な色彩も帯びるよ う になったのである。
―→ この成語から， 牛は暑がりで敏感， そして月を真昼の太陽と勘違いするほど愚鈍で
あると人々が考えていたこ とがわかる。
④ “斤釘起肺” （牛に対して琴を弾ず）
この成語の出典は後漢の牟融の 『理惑論』 である。 昔， 公明儀という琴に秀でた音楽家が
いた。 ある日彼は立派な牛が頭を垂れて草をはんでいるのを見かけ， 草地に琴をしつらえ
て， 牛に聞かせよ う と 「清角之操」 を奏でた。 と こ ろが牛は何も聞こえていないかのよ う
に草をはみ続け， 彼を一顧だにしない。 これを見た公明儀は仕方な く演奏の手を止め， 考
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え込んでしま った。 自分の奏でる曲はこんなにも美しいのに， なぜ牛は反応しないのか。
やがて彼は悟る。 牛は琴の音が聞こえてはいるのだが， 曲が高尚過ぎて牛の心に届かない
のだと。 後にこの成語は愚か者に道理を説いても無駄である こ とのたとえとな り ， 相手を
さげすむ意味も含むよ う になった。 無知， あるいは飲み込みの悪い聞き手を 「牛」 にたと
えているのである。 “斤釘皇刺” とい う成語も意味は同じである。
―→ この成語から， 「牛」 と 「人間」 は意思の疎通ができず， 人は知的， 牛は人よ りはる
かに劣る愚かな動物である， とい う こ とが読み取れる。
⑤ “釘麹敷舞” （牛の妖怪と蛇の化け物）
“釘麹” は仏教の説話に登場する牛頭の鬼， “敷舞” は蛇体の神のこ とで， 仏教では “釘
遊” と “鑓敷” は妖怪変化と されていた。 唐代以降， “釘麹敷舞” は魑魅魍魎の代名詞と
なったが， この用法は唐の杜牧の 『李賀歌詩集序』 に見られる。 清代になると この成語は
荒唐無稽， 奇妙きてれつな人や事物のたとえとな り ， 清の夏敬渠の 『野叟曝言』 の 46にあ
るのはこちらの用法である。 現在では主に， 様々な悪人のたとえと して使われている。
―→ これは仏教説話に由来する言葉であるが， こ こから仏教における 「牛」 のイメージを
うかがえよ う。 つま り ， 地獄の鬼の頭が牛のそれであるとい う こ とは， 牛は人間にと って
摩訶不思議で恐ろしい動物であ り ， またライバルでもあるのである。
⑥ “釘脉揖梦” （牛驥槽を同じ うす）
直訳すると， 牛と良馬を同じ飼い葉桶で飼う とい う意味である。 漢の鄒陽の 『獄中上書
自明』 が出典で， 賢人凡人が入り乱れる中へ逸材を置く とい う意味である。 現在では賢愚
を分けないこ とをたとえて用いる。 “釘脉揖銘” や “釘脉慌昔” も同意である。
―→「六畜」 のう ち， 「牛」 は 「馬」 の次に列せられ， その地位は 「馬」 よ り も劣る。 ま
してやこ こに出てく る “脉” は 「駿馬」 であるのに対し， 「牛」 は普通の牛であるからその
違いは歴然と している。 「賢者」 が 「駿馬」， 「愚者」 が 「牛」 にたとえられているのは， 「牛」
は 「馬」 に及ばぬものであ り ， 「愚人」 の象徴である， と人々が見ていたためである。
⑦ “釘遊瀧中” （牛頭馬頭）
仏教で頭が牛や馬の形をした地獄の獄卒のこ とをいい， 『楞厳経・巻八』， 『景徳伝燈録』
や唐代の 『敦煌変文』 に見られる。 後にこの成語は醜悪な人や凶悪なやからのたとえとな
り ， 明代の姚茂良の 『双忠記』 ではこの意味で用いられている。
―→ この成語については⑤とほぼ同じ解釈ができよ う。
⑧ “賑彝泌釘” （意気盛んなこと牛の如し）
これは現代中国語のフレーズであ り ， 古語には見られない。 この成語は純粋な褒め言葉
ではなく中性の言葉であ り ， 「虚勢を張る」 こ とのたとえと して使われていた。 しかし こ こ
20年来， 新聞や雑誌で次のよ うな使い方をしているのを目にした。 “個醐蝕慧參栖， 繁断
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議伏試源圍阻， 嶄忽議弊順仇了戻互阻， 嶄忽繁頁賑・彝・泌・釘・ 。” （改革開放以来， 人々の生
活は豊かにな り ， 中国の国際的地位は向上した， 中国人は意気軒昂だ） とか “賦一安塰撹
孔， 臼奨繁頁賑・彝・泌・釘・ 。” （オリ ンピ ッ ク誘致に成功して， 北京の人々は意気揚々と してい
る） などである。 これらはもちろん良い意味で用いられている。
―→ この成語からわかるのは， 牛に対する人々のイメージである。 すなわち， 「牛」 は強
くて丈夫であ り ， 威圧感がある。 これはプラスの見方であるが， 時にそれは表面上のもの
で， 牛は人が思っているほど強気ではな く ， むしろ弱腰なのである。
⑨ “賑喚泌釘” （あえぐこと牛の如し）
この成語自体は清代の 『児女英雄伝』 39回， “然頁哉阻倖那從， 銭赤揮脱， 匯遊傍彭，
峪嫖彭恁， 賑喚泌釘仇鎮阻訳寄谷渚価椎辻壇徨貧議差。” （飲んだ後の顔は紫色で， うれし
いやらいそがしいやら， 休むこ とな くひたすら しゃべり ， それだけで牛のよ う にぜいぜい
と息を切らせ， 額の汗を大きな手ぬぐいでぬぐっていた） の文章に登場する。 はげし く ， せ
わし く呼吸する様を形容する。 “釘喚” は割合古くからある言葉で， 初出は 『漢書』 七四，
「牛が暑がってあえぐ」 とい う意味である。
―→ この成語は人を形容するときに用いられる。 けなし言葉ではないが， 褒め言葉でも
ない。 あま り優雅ではないとい う意味が幾らかこ も っている。
⑩ “釘叔航慕” （牛角書を掛く）
勉学にいそしむこ とのたとえで， 『新唐書・李密伝』 が出典である。 隋代に李密という読
書人がいた。 没落してしまったとはいえ， 貴族の出である彼は， 少年のころ宮中に上がり ，
近衛兵を勤めたこ とがあった。 学問好きであるがゆえに， 当直中も勤務に専念できず， 職
を解かれてし ま うが， 李密はその後も寸暇を惜しんで学問に励んだ。 ある とき彼は牛に
乗って出かけたが， 牛の角に 『漢書』 を全巻掛け， その中から一巻ずつ取り出しては読み，
牛を進めながら読書に夢中になっていた。 そんな李密を見かけた大臣の楊素は， 彼の後に
ついて行く よ う御者に命じ， 李密が新たな巻に手を伸ばしたときに声をかけた。 「君はど こ
の読書人かね。」 「私は， 遼東襄平出身の李密と申します。」 「何を読んでいるのだ。」 「『漢
書』 の 「項羽本紀」 を読んでお り ます。」 李密と しばら く会話を交わした楊素は， これはひ
とかどの人物である と思い， 帰宅後息子の楊玄感にそのこ と を話した。 楊玄感はこれを
きっかけに李密とよしみを結び， 李密は後に大事を成し遂げた。 こ う して生まれた “釘叔
航慕” とい う成語は今日にまで伝わっている。
―→牛の体中どこを取っても， 人間にと っては宝物である。 「角」 もまたしか りで， 相当
な重さになる 『漢書』 全巻を掛けられるほど， 頑丈で耐久性に優れている。 また交通手段
と しても有用な牛は人を安全に目的地に運び， 様々な形で人間の役に立っている。 この成
語からはこのよ うなこ とが読み取れよ う。
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⑪ “湘釘匯谷” （九牛の一毛）
この成語の出典は 『史記・報任少卿書』 である。 漢代の名将， 李陵は兵を率いて匈奴討伐
に赴くが， あえな く敵の軍門に降った。 武帝はこの報を聞く と怒り狂って李陵を国賊との
のし り ， 大臣の多くがこれに迎合したが， ただ一人司馬遷のみは， 李陵の投降は不本意な
ものであ り ， 彼は罪をあがなうべく ， 手柄を立てるチャンスを うかがっているにちがいな
いと主張した。 武帝は司馬遷が李陵を弁護したと して立腹し， 彼を投獄， 残酷にも宮刑に
処したのであった。 司馬遷は自殺を考えるが， 自分のよ うな卑しい身分の者が死んだと こ
ろで皇帝や大臣は “湘釘蘭匯谷” （九牛が毛を 1本失う） ぐ らいにしか思わないであろ う，
と思い直し， 生きる決意を固めた。 こ う して彼は獄中で大著 『史記』 を書き上げたのであ
る。 その後 “湘釘蘭匯谷” は “湘釘匯谷” と縮められ， 多数の中のきわめて少ない一部分
のたとえとなった。 「九牛」 は 「9頭の牛」 ではな く ， 「た く さんの牛」 の意である。
―→「牛毛」 は密生してお り ， それだけで無数であるが， さ らに牛自体の数も多い， と先
人たちは見なしていたよ うだ。 これは当時， 畜産業が発達してお り ， 牛が大多数を占めて
いたためであろ う。 またこの成語から牛の歴史の古さがうかがい知れる。
B． 熟語 ・ ことわざ
① “釘瀧恠” （手先）12)
こき使われる人のたとえであ り ， 漢の司馬遷が著した 『報任少卿書』 が初出である。 宋の
陸游の 『雑興』 や明の汪延訥の 『種玉記』 でも同じよ うな意味で使われている。
―→「牛」 は人の道具， 人よ り下の存在である。 こき使われる人をたとえて 「牛馬」 とい
う。
② “釘勾弥， 瀧郭紅” （牛は田を耕し， 馬は穀物を食べる）
待遇が不公平で， 一方は苦しみをなめ， も う一方は幸せを享受している こ とのたとえで
ある。 “釘郭課， 瀧奮紅” と もい う。
―→「牛」 が勤勉の象徴と されている。
③ “逓葎痔笥， 涙葎釘朔” （鶏口となるも牛後となるなかれ）
大きな集団の下っ端になるよ りは， 小さな集ま りでもその 頭
かしら
となるほうがよい， とい う
意味で， 「牛後」 とは牛の肛門のこ とである。 この成句の出典は 『戦国策・韓策一』 であ り ，
明代の 『紅拂記・俊傑知時』 （張鳳翼著） や 『東周列国志』 第九十回 （馮夢龍著） にも同様
のものが見られる。
―→「六畜」 の序列において， 「牛」 と 「鶏」 とではやや開きがある。 「家畜」 の格付けは
紀元前1100年頃の 『周礼』 にまでさかのぼり ， その順は馬， 牛， 羊， 豕 （豚）， 犬， 苻 （鶏）
である。 そしてこの成句では 「牛」 と 「鶏」 が 「大」 と 「小」 のコン ト ラス ト をなしてい
る。
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④ “兜伏釘郷音殿拶” （生まれたばかりの子牛は虎をも恐れない）
「恐れを知らぬ若者」 のたとえと して使われ， 『三国志』 第 74巻 （明・羅貫中） で用いら
れている。 “釘郷” は 1歳未満の 「子牛」 である。
―→「牛」 は生まれながらにして 「大物」 であ り ， 恐れを知らず， 肝が据わっている。
C. その他
① “釘”
「頑固」， 「強情」 とい う意味で， この用法の初出は 『北史・碪昕伝』 （唐・李延寿） の “蠖
挫礦麗， 繁僚岻釘。” （昕はよ く刃向かうため， 牛と呼ばれている） である。 また清の名著，
『紅楼夢』 117回に “飛頁釘彭麿， …… （後略）。” （も し も彼女の言う こ とを聞いてやらな
かったら……） とあるよ うに， 後世では 「従わない」 とい う意味も付加された。 さ らに現代
中国語では， 「牛」 には 「傲慢」 とい う意味もあ り ， よ く “釘賑” などとい う。
このほか， “低湊釘阻， 嗽鎮阻畠萎及匯。” （君はすごいな， またク ラスの ト ップになっ
た） とい う用法からわかるよ う に， 「立派」 とい う意味もある。 これは恐ら く 「牛は大物」
とい う通念に起因するのであろ う。
―→日常生活における牛は度々人の言う こ と を聞かず， 強情で頑固だと考え られてい
た。 また， 昔から牛といえば大物の象徴であったから， 人々が 「傲慢で尊大」 とい う印象
を抱くのはご く自然な成り行きであったと思われる。
② “釘蕩賑” （牛の気性）， “釘來徨” （牛の気質）
これは現代中国語でよ く用いられる言い方であるが， 歴史書にも似たよ うな用法が見ら
れる。 『北史・碪昕伝』 に “蠖挫礦麗， 繁僚岻釘。” とあるのは， 碪昕とい う人はよ く反抗
的な態度を取り ， 頑固で強情であったため， 人から 「牛」 と呼ばれていた， とい う意味で
ある。 また 『紅楼夢』 第十七回には “巉繁需右囁釘伉， 脅殿麿網阻短箸。” （皆， 宝玉の強
情振り を見て， 彼が恥をかくのではないかと気をもんだ） とあ り ， この “釘伉” は “釘蕩
賑”， すなわち 「強情っ張り」 であると解されている。 現代中国語の “釘蕩賑”， “釘來徨”
はご く身近な言葉であ り ， 気性が激しい， 頑固， 強情なこ とをい う。
―→ こ こからわかるのは， 『説文解字』 で “釘， 寄復匆” （牛とは大きないけにえである），
“釘葎寄麗” （牛は大物である） と解釈されているよ う に， 先人たちの観念では 「牛」 とい
えば 「大きい」 ものだったのである。 そして牛の強情な気性もまた 「大きい」 こ との特徴
といえよ う。
③ “競釘” （角突き合わせる）
意地を張り合って譲らないこ とや衝突する こ とのたとえであ り ， その由来は割合古く ，
清代の 『児女英雄伝』 31回に “寄社郭阻壼傾， 鎮阻険糠兎， 膨社徨 ‘競釘隅’。” （皆朝食
を食べてからカルタを手に， 4家族で 「頂牛儿」 をした） とある。 “競釘” は元々日本の七
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並べに似たカルタ遊びの一つである。 複数のプレイヤーが数のつながる札を順に場に並べ
ていき， つなげられない場合は手札から 1枚を伏せて置く。 最後に伏せた札がないか伏せ
た札の枚数が少ないものが勝ちとなる。 また “俊霜” （接龍） とい う別名もある。
―→牛は強情で， 負けず嫌いであると見られている。
④ “釘暁” （牛の腹）， “釘咬” （牛飲）
これは 「よ く食べる」， 「よ く飲む」 こ とのたとえである。 牛は体が大き く胃袋が四つも
あ り ， 食べ物を飲み込んでから反芻するため食べる量が多い。 こ こから大食漢をあざけっ
て “釘暁” とい う。 “釘咬” の初出は 『史記・殷紀』 で， 牛のよ う に身をかがめ， 地に顔を
つけて飲む， とい う意味であった。 それが宋代になると意味が転じ， “裟咬” （鯨飲する） を
“釘咬” とい う よ う になった。
⑤ “析仔釘” （老いた黄牛）
「こつこつと皆のために立ち働く人」 のたとえである。 “仔釘” とは牛の一種で， その多
くは役用種であ り ， 耕作や運搬に使えるほか， 皮は革製品に， 肉は食用にと用途が広い。
黄褐色の毛色から “仔釘” の名がある。
―→「牛」 は生涯を通じて黙々と勤勉に働き， 献身的である。
⑥ “比徨釘” （孺子の牛）
「人々のために喜んで働く人」 のたとえである。 この言葉は何といっても魯迅の詩， “罪
端絶斤認健峺， 県遍己葎比徨釘。” （敵の指弾には眉をつ り上げて冷た く応対するが， 人民
に対しては頭を垂れ甘んじて牛となろ う） で有名である。 しかし実は 『史記』 にまでさか
のぼる言葉で， “比徨” とは子供のこ とである。 春秋戦国時代， 斉の景公は幼い息子を喜ば
せよ う とよ く牛のまねをし， 四つんばいになって縄を くわえ， それを息子に引かせていた。
と こ ろがあるとき， 息子がう っか り転んでしまい， 景公の前歯は折れてしま った。 この故
事来歴は春秋時代の 『左伝 ・哀公六年』 に記載されている。
―→「牛」 は奉仕の精神の象徴である。
⑦ “釘討蹴”， “釘討寄藍” （ほら吹き）
ほらを吹いた り ， 大言壮語する人のこ とで， “患釘” （ほら を吹く） の来歴については次
ページを参照していただきたい。
―→“患釘” は “傍寄三” （大きなこ とを言う） と同義であ り ， 「牛」 イコール 「大きい」
とい う概念がこの言葉に多少反映されていると思われる。
（２） 物のたとえ
人のたとえほど多く はないので， 成語やこ とわざとい ったジャ ンル分けをせずに述べ
る。
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① “釘表”， “釘溺”， “釘況”， “釘寒”， “釘椰”， “釘遍”， “釘箴” など
先人は様々なものの名称に 「牛」 を用いた。 例えば星座は “釘溺”， “釘況”， “釘凡”， “釘
隻”， 山川は “釘表”， “釘箴” “釘溺”， “釘寒”， 地名は “釘遍”， 動物は “釘噬”， “釘硫
占”， 植物は “釘汳”， “釘庶”， “釘椰”， “釘暁歐”， “釘壹” といった具合である。
これは彼らが牛を中心に世界を捉えていたためである。
② “諮釘”， “湘釘陵”， “伊釘纉”
“諮釘” とは城の守備に用いた古代の兵器の一つである。 柴や草など燃えやすいものを く
く った太く大きな束で， 形が牛に似てお り ， 戦時これに火をつけて敵を防いだ。 このほか
攻撃用の “諮釘” もあ り ， こ ち らは牛に火器を結わえつけ敵陣に突進させた。 “湘釘陵”13)
 は殺傷能力が極めて高い大砲である。 口径の大きな銅製の大砲 9門をたがで締め， 火薬や
石を込めて一斉発射するものであるが， その威力は絶大であった。 これは牛を使ったもの
ではないが， 9頭の雄牛にも匹敵するすさ ま じい威力から “湘釘陵” の名がある。 “伊釘
纉”14) は古代の連動式弓矢で， “釘纉” と もい う。 台の前方に 3張の強弓を並べ， 中央のも
のをメインと してそれぞれを縄でつなげ， 滑車の原理で同時に矢を放つとい う武器で， 威
力が 8頭の牛に勝る こ とから “伊釘纉” と名付けられた。
―→古代の戦に用いられた兵器や武器には， 牛にちなんだ名称のものが少な くない。 こ
れは当時の， 牛の力に対する崇拝の表れである。
③ “患釘討” （牛の皮袋を膨らませる）
“患釘討” は元々中国の西北地方の方言である。 水深が深く ， 流れの急な大河では船によ
る航行が不可能なため， 現地の人々は牛の皮で作った袋を膨らませ， これをつなぎ合わせ
ていかだとする こ と を思いついた。 このいかだは荒波の立つ急流でも進むこ とができる
上， 積載量は数ト ン， 数十ト ンにもなる。 明代の姚福の記述によれば， 明の初代皇帝， 朱
元璋も兵を率いて淮河を渡る際， この牛の皮袋のいかだを用いたとい う。 このいかだから
“患釘討” とい う言葉が生まれたのだが， このいかだの皮袋は空気を入れると一瞬にして大
き く膨らむこ とから， 現代になると “患釘討” は 「大きなこ とを言う」 とい う意味合いで
使われるよ う になった。 また “患釘討” は “患釘” と もい う。
―→頭から尾まで， 牛には使えないと ころなどな く ， 人間の役に立っている。 この言葉
にも 「牛」 イコール 「大きい」 とい う観念が表れている。
④ “欠瀧釘音㌢式” （風馬牛も相及ばず）
両者の隔た りが大き く ， 何の関係もないこ とのたとえであ り ， 『左伝・僖公四年』 の記述
から生まれた言葉である。 僖公4年， 斉の桓公が楚の国に攻め込んで来たため， 楚王は斉の
大夫， 管仲に使いを送り ， “埴侃臼今， 膏繁侃掴今， 率頁欠瀧釘音㌢式匆。 音嘶埴岻膚令
仇匆， 採絞 ？ ” （貴方は北海に， 当方は南海にあ り ， 風する牛馬でさえ会えないほど両者の
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間は遠く隔たっている。 思いもかけず貴方は我が地に踏み込んできたが， 何ゆえであるか）
と訴えた。 “欠” とは牛馬などの家畜が発情期に雌雄で呼び合う こ とである。 盛りのついた
牛馬は繁殖のために異性を誘うが， 牝馬と雄牛， 雌牛と牡馬が誘い合った り交尾した りす
る こ とはあ り えず， 牛と馬を交配させよ う とするのは見当違いなこ とである。 こ こから
“欠瀧釘音㌢式” とい うよ う になったのであ り ， “釘遊音斤瀧恁”， “釘遊音斤瀧中” といっ
たたとえも意味は同じである。
―→春秋時代， 諸侯は駆け引きや盟約締結の場では， 意思を詩に託す， つま り 『詩経』 の
文を引用して意向を表明するのが常であった。 と こ ろがこ こでは両国の関係を牛馬の発情
や交尾になぞらえてお り ， 一見当時の風潮にそぐわないよ う に思われる。 しかし このよ う
な推測が可能であろ う。 この時代， 牛馬は人間と最も近しい動物で， 人々はその気性や習
性を知り尽く していた。 牛と馬が交尾するなどあ り得ぬこ とは周知であ り ， だから こそ楚
の国の使者は今日のけなし言葉よろし く ， わざと下卑た言い方をしたのである。 こ こにも
人類の太古の遊牧生活とその経験が反映されている。 現在ではこの語は 「両者がま った く
の無関係である こ と」 の意で用いられるのみで， それ以上に深い意味合いはな く ， ののし
り の言葉でもない。 この語の “欠” にどんな意味があるのか， と気に留める現代人はさほ
ど多くはあるまい。
⑤ “釘化晒” （牛の歩みのよう）
物事が遅々 と して進まない こ とのたとえであ り ， この用法は古典文献には見られない
が， 『魯迅書信集・致沈雁冰』 には， “恍辺欺匯晩佚， 嘉苧易阻咫泡岻侭參釘化晒議圻咀，
（後略）” （昨日手紙を受け取り ， よ うやく印刷が遅れた理由を知った） とある。
―→牛は愚鈍でのろまであると捉えられている。
⑥ “釘匠隅” （牛の力）
「大きな力， ばか力」 の意味で， “匠隅” は 「力」 を表す。 この語は褒貶のどちらでもな
い中性的な言葉であ り ， 現代中国語でよ く用いられている。
―→牛は力持ち， それも怪力の持ち主であ り ， 人間にと っては 「頼も しい」 存在である。
人や物のたとえで， 「牛」 にちなんだ成語， こ とわざ， 歇後語15)， 熟語， 語彙はこれ以外
にも無数にあ り ， と りわけ熟語は “謹泌釘谷” （牛毛のよ うに非常に多い） である。 本稿で
は常用されているもの， その中でも 「牛自体の言語におけるイメージ」 がはっき り と表れ
ている言葉に的を絞ったため， “釘偽弌編” （小手調べで切れ味を発揮する。 簡単な仕事に
おいて大器の片鱗を うかがわせる こ とのたとえ） や “釘共搭痔” （牛を煮る鼎で鶏を煮る。
優れた才能をつま らないこ とに使うたとえ）， “釘谷聾嚏” （霧雨）， “釘定瀧埖” （いつにな
るかわからない） などはこ こでは取り上げなかった。
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５ 七夕伝説
牽牛と織女の物語は原始の星辰崇拝にまでさかのぼる。 人々は天に広がる星座を時に神
格化， 時に人格化し， そこから この物語が生まれたのである。 牛宿は二十八宿の北方七宿，
玄武の第二宿であ り ， “韮釘佛” （牽牛星， 彦星16)）， “釘隻佛” （牛飼い星， 彦星16)） と もい
う。 天の川の東に位置し， 六つの星から成るが， そのう ちの三つは天秤棒で荷を担いで歩
いているよ う に見える。 三つの星で構成される “岶溺佛” （織女星， 織姫星16)） には “爺柾
佛” とい う別名があ り ， 天の川の西に正三角形を形作る この星座は織機の梭に見立てられ
ている。 牽牛星と織女星は天の川を挟んで相対し， 人々の空想を大いにかき立てる。 中国
最古の詩集 『詩経』 にも この二つの星の記録があ り ， 七夕伝説の原型かと思われる。 『小雅・
大東』 よ り ， その詩を引用しよ う。
略爺嗤査， 酌呀嗤高。
跂泳岶溺， 嶮晩鈍㌶。
埋夸鈍㌶， 音撹烏嫗。
落泳韮釘， 音參捲㌃。
（周王朝の政治に苦しむ東方の人々の嘆きを詠ったものであ り ， 大意は 「天の川に織女がい
ても現実には織物ができるでもな く ， 牽牛の牛に車を牽かせるわけにもいかない」 と され
ている）
漢代になると この牽牛星と織女星は完全に人格化された。 以下は 『古詩十九首・迢迢牽牛
星』 である。
躍躍韮釘佛， 隕隕采査溺。
亘亘潛殆返， 奬奬的字萍。
嶮晩音撹嫗， 日也巣泌嚏。
采査賠拝燃， ㌢肇鹸叱俯。
哢哢匯邦寂， 琢琢音誼囂。
（遥か彼方の彦星， 白々と輝く織姫。
か細い手を動かし， ぱたんぱたんと機を織る。
終日織っても仕上がらず， こぼれる涙は雨のよ う。
天の川は清く浅く ， どれほども隔たっていない。
けれども澄み切った一筋の流れにさえぎられ，
見つめ合うばか りで言葉を交わすこ とができない。）
詩に詠まれているのは天空の牽牛星と織女星であるが， 人間的なイ メージを感じ させ
愛知大学　言語と文化　No. 7
― 164 ―
る。
南北朝時代に梁の殷芸が著した 『小説』 （『月令広義 ・七月令』 よ り ） で， 牽牛織女の物
語の輪郭はほぼ完全な形となった。 そのあら ましを述べると， 天帝の娘， 織女は天の川の
東に住まい， 身な り を構う こ と もな く ， 来る年も来る年も家にこ も って機織り に精を出し，
ついに見事な羽衣を織り上げた。 天帝は独り身の彼女を不憫に思い， 天の川の向こ う岸に
住む牛飼いに嫁ぐこ とを許すが， 織女は嫁に行く と機を織らな くなってしま った。 これに
天帝は激怒して， 川の東岸へ戻って く るよ う娘に言い渡し， 年に一度だけ二人が会う こ と
を許したのであった。
『小説』 に記された牽牛織女の物語は一応の形は整っているものの， 織女の人物像などが
完全ではない。 その後， この伝説は代々語り継がれてい く う ちに肉付けされ， やがては心
の琴線に触れる美しい神話が作り上げられたのである。
牽牛は下界の寄る辺ない孤児で， し ょ っち ゅ う兄や兄嫁にいじめられていたが， 彼が家
から独立する際， 兄夫婦は年老いた牛を 1頭だけ くれてやった。 織女は才色兼備で機織り
の上手な天界の娘で， ある とき天女たちと連れ立って， 天の川で水浴びをしていた。 この
とき天の川のほと り には， 牛の勧めに従って牽牛もやって来てお り ， 織女の羽衣を盗んで
しま う。 羽衣を失った織女は天宮に戻る こ とができず， 結局牽牛の妻となった。 夫婦は一
男一女に恵まれ， 幸せな日々を送っていたが， やがて天帝の知ると ころとな り ， 怒り狂っ
た天帝は兵を遣わし， 織女を天界へ連れ戻してしま った。 牽牛は織女が連れ去られたのを
見て子供たちと共に泣き崩れるが， そのとき死の淵にあった牽牛の牛は， 自分が死んだら
その皮をかぶり ， 天上へ織女を探しに行く よ う牽牛に言い聞かせた。 牽牛は牛の言葉通り
子供たちを連れ， 織女を追って天上へ向かうが， あと一歩とい う ときに， 西王母がさ っ と
頭からかんざしを引き抜いて空を掻く と， 牽牛と織女の間はたちまち滔々たる天の川と化
した。 二人は川を隔てて見つめ合う こ と しかできず， 切ない思いは募るばか りであ った
が， やがて天帝が心を動かし， 毎年 7月 7日17) に鵲が渡す橋の上で二人が会う こ とを許し
た。 こ う して毎年7月7日の七夕には， 無数の鵲たちが天の川に橋を架け， 牽牛織女はこの
橋の上で逢瀬を楽しむこ とになったのである。
牽牛織女の物語は， 中国人の誰もが知っている。 この物語は中国に脈々と続いてきた農
業社会の産物であ り ， 中国の天体崇拝や動物 （牛） に対する信仰， そして男は耕作， 女は
機織り とい う社会の実情が集約されている。
彦星と織姫星の命名は非常に興味深い。 始めに名前あ り きで， その後を追う形で牽牛織
女の物語が生まれたと されているのである。 星に “韮釘” （牛引き）， “釘隻” （牛飼い） と
い う名を与えたのは， 人々の日常生活において牛がご く当た り前の存在であったこ との表
れであろ う。 なぜなら人とい う ものは常に身近なものにちなんで命名するものであるから
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だ。 また夜空に輝く満天の星を見上げ， いかに想像の翼を広げよ う と， 完全に現実から乖
離しきれるものではない。 先人たちが天空の星々を 「牽牛」 に見立てたのは， この星に名
が付く以前から， 牛文化が人々の間に深く根ざしていた証である。
今日では離れ離れに暮らす夫婦をたとえて “釘隻岶溺” （牽牛織女） とい う。
６ 民話における 「牛」
中国で現在， 民話の分野で最も権威があると される書籍の一つに 1997年から中国ISBNセ
ンターよ り出版されたシ リーズ 『中国民間故事集成』 全 11巻があ り ， 「牛」 にまつわる伝
説も約 63篇掲載されている。 こ こではそのう ち代表的なものを四つだけ選び， 「牛」 のイ
メージを探ってみたい。
（１） “釘圻頁爺輸悸㌢” （牛は天の朝廷の丞相だった）
〈福建巻 ・動植物伝説 P. 380〉 （あ らすじ）18)
言い伝えによると， 天の玉皇大帝は， 世界を切り開き， 万物を治めさせるべく ， 賢く勇敢
な最愛の息子を下界へ送り出した。 息子は下界へ降りてきたものの， そこは雨が降った り
降らなかった り ， 寒かった り暑かった りで， 食べ物も道具もない。 息子の境遇を知って身
につまされた玉帝は牛丞相を呼び， 五穀の種を詰めた大袋を一つ， 草木の種を詰めた小袋
を二つ持たせ， 下界に行って種まきをするよ う命じるが， この際， 「五穀は肥沃な土地を選
んで， 土中 3寸の所に植えよ。 草木の種はやせた土地に適当にまけばよい。 時期を逸する
な， 行く先々でまけ， ぐずぐずしてはならんぞ。」 と重々言い聞かせた。 玉帝の命を受けて
天宮を後にした牛丞相は， 下界に降り立った当初は怪力を発揮して， 疲れを知らずに働い
た。 と こ ろが生まれてこの方， 肉体労働をしたこ とのなかった牛丞相は， 一気に草木の種
をまいて汗みずく ， 疲労困憊してしま う。 そして袋にぎっ し り と詰ま った， おびただしい
数の五穀の種に目をやり途方に暮れた。 「こんなにた く さんの種， いつになったらまき終わ
る こ とやら。 ど うせきちんと植えたかど うかなんてわかりはしない， 適当にまいてやれ。」
そう考えた牛丞相は， 意識も う ろ う と したまま目の前のぬかるみに種をま く と， すやすや
と寝入ってし ま ったが， 生えてきた五穀はひょ ろひょ ろで色も悪く ， 実を結ばなかった。
この有り様は玉帝の耳に届き， 召し出された牛丞相はひざまずいて許しを請うたが， 玉帝
は牛丞相を下界の牛に貶める こ とを即断し， 何度生まれ変わろ う と人に仕えて罪をつぐな
うよ う に申し渡した。 こ う して牛丞相は下界に落と され， 贖罪のために草を糧と して穀物
を口にせず， 来る日も来る日も一生懸命に働いているのである。
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―→「牛」 は人間の化身であ り ， いわれな く して 「悲運」 を与えられたわけではない。 牛
は天から降臨してきたものであ り ， も し こつこつとまじめに働かなければ， 人もまた牛と
同じ運命をたど り ， 一生草をはみ， こき使われて苦労するのである。
（２） “釘議舞三” （牛の神話）
〈陝西巻 ・神話 P. 14〉 （あ らすじ）
昔々， 万民を治めていた玉皇大帝は， 自分は贅沢三昧の暮ら しをしておきながら， 下界
の人々には粗末な食事しか許さず， 残りの穀物は天宮に納めさせていた。 天の南門を守っ
ていた牛面神はこの状況に義憤を感じていたが， ある不作の年， 人々が食うや食わずの生
活をしているとき， 玉帝は牛面神に下界への伝令を命じた。 玉帝の命令は 「食事は三日に
一度， 余った穀物は天宮に上納せよ」 とい う ものであったが， 人々に同情した牛面神は 「食
事は一日に三度， 余った穀物は下界で貯蔵するよ う に」 と伝えた。 いつまでたっても穀物
が届かないのをいぶかしんだ玉帝は， 調査の末， 牛面神が命令を曲げて伝えたこ とを知る。
玉帝が激怒したのは言う までもな く ， 牛面神を蹴り上げてその上の前歯を折り ， さ ら に彼
を下界へ落と した。 天宮を去る際， 牛面神が 「私は下界で何を夜具と し， 何を食べればよ
いのでし ょ う」 と訪ねると， 玉帝は 「毛氈を敷き， 布団をかぶって寝るがいい， そして草
でも食べるのだな ！ 」 と冷た く言い放った。 牛面神は下界に下ってから， 人々が夜具すら
事欠いているのを知ると， 自分の夜具を彼らに与え， 自らは地べたに寝た。 前歯のない牛
が睡眠中に吐く長い長い息は， 玉帝への恨み言であるとい う。 かいがいし く働く牛の姿に
玉帝も心を動かされ， 毎年大晦日には牛に腹一杯食べさせてやるよ う人々に命じたが， こ
の風習は今日まで続いている。
―→牛が勤勉誠実である こ とは， 怒り を抱いていた玉帝すら認めると ころである。 牛は
善良で献身的なのである。
（３） “釘寄藍和群勧紅嶽” （牛大王， 降臨して穀物をもたらす）
〈浙江巻 ・神話 P. 53〉 （あ らすじ）
大昔， 世の人は皆， 玉皇大帝によって支配されていた。 当時の人々はい く ら働いても衣
食に窮する有り様で， 食事は一日に一度， 残りの穀物はすべて天へ送られ， 玉帝の贅沢に
費やされていた。 天の北門を守る牛大王は， ある年の春， 種もみまで食べつ く して飢えに
苦しむ下界の人々のために， 玉帝の目をかすめて天門を少しだけ開き， 穀物を雨に混ぜて
下界へと落と してやった。 この雨によ り種もみと食料を手に入れた人々は， その日の雨を
「穀雨」 と呼んだ。 種もみも食料も十分にあ り ， 天候にも恵まれたこの年は大豊作であった
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が， 玉帝は 「一日一度の食事を三日に一度と し， 浮いた穀物はすべて天へ納めよ」 と勅令
を発し， 牛大王に伝令を命じた。 と こ ろが下界の誰もが朝から晩まで汗水流して働く姿を
目にした牛大王は， 人々の苦労を思いやり ， 玉帝の命を曲げて 「一日三食」 と伝えたので
ある。 この勅令が下ってから， 人々は天へ穀物を納めな くな り ， 生活は日を追うごとに豊
かになっていった。 これを知って怒り心頭に発した玉帝は， 兵に命じて牛大王を天門から
下界へ突き落と したのであるが， その拍子に牛大王は上の前歯を失ってしま った。 下界へ
降ってから ， 牛大王はつらい畑仕事をよ く手伝い， 穀物は口にせずに草を食べ， いつも
人々のために尽く した。 こ う して牛は 「農家の宝」 となったのである。
―→牛は天から降臨し， 下界に来てからは喜んで人のために粉骨砕身した。 人には穀物
を食べさせ， 自らは草を食べる。 そして重労働を担って くれる牛は農家の宝物なのであ
る。
（４） “釘処襄叔” （牛が角を借りる）
〈陝西巻 ・故事 P. 441〉 （あ らすじ）
その昔， 牛は好戦的で， し ょ っち ゅ う他の動物とけんかをしていたものの， 勝ったため
しがなかった。 そんな折， 馬が強力な角を持っていると聞いた牛は， さ っそく馬を訪ねた。
「あなたの角を貸して ください。 けんかに勝ったら返しますから。」 牛が角を返さないので
は， と疑った馬は保証人を立てるよ う求め， 牛の親友の犬が保証人になった。 か く してま
んまと角を手にした牛は， けんかをしても負け知らず， すっか り有頂天にな り ， 角を手放
しがた くなってしま う。 そんな牛を見て， 馬は何度も督促に行ったが， 牛はも う少し， も
う少し と返す様子はな く ， 果ては角など借りていないと言い張る始末。 馬が訪ねても， 牛
は “没
モー
， 没
モー
処。” （いや， 借りてない） の一点張りなのである。 そこで馬は保証人の犬の所
へ行ったが， 犬は牛の肩を持ち， “梨
ワン
， 梨
ワン
， 梨
ワン
阻。” （忘れた， 忘れた， 忘れちゃ った） と
とぼけるばかり。 犬に約束を破られた馬はど うする こ と もできず， 「ヒ ヒーン， ヒ ヒーン」
と泣く しかなかったと さ。
―→牛はけんか好きの暴れん坊で， し ょ っち ゅ う殴り合いをしていた。 牛がけんかに勝
てたのは馬の助力のおかげであ り ， 馬のイメージは牛よ り も良いこ とがわかる。
この四つの民話から うかがい知れるのは， まず牛に対する人々の畏敬の念である。 だか
ら こそ民衆は牛を神の化身， 天から降り てきたものと して語り継いだのだ。 そして牛の
「前世」 が丞相や神， 役人であったのは， 自分たちの困窮を救って くれたこ とに対する民衆
の牛への感謝の表れであろ う。 牛は奉仕の精神を持ち， 勤勉誠実であるから， 正義を主張
し， そのためにそれまでの恵まれた生活を捨てる こ と もいとわない。 反面， 人々は牛が 「苦
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難」 に耐えざるを得ないのはそれな りの理由があ り ， そんなに情けを掛けてやる こ とはな
い， 人に こ き使われるのも当然だ， と も考えていた。 また他方で， 牛は好戦的とい う イ
メージも抱いていたのである。
７ 「牛」 と十二支
牛は十二支の第二番目の動物であ り ， 丑に相当する。 十二支のこ とを中国語では “噴屈
伏个” といい， “伏” は 「生まれ年」， “个” は 「類似する， 似ている」 とい う意味である。
“噴屈伏个” は “噴屈奉㌢”， “噴屈奉”， “噴屈㌢奉” と も呼ばれる。 “伏个” とは生まれ年
に配された十二支のこ とで， 12種類ある干支には12の動物が当てられている。 またこの 12
種類の動物 （鼠 ・ 牛 ・ 虎 ・ 兎 ・ 龍 ・ 蛇 ・ 馬 ・ 羊 ・ 猿 ・ 鶏 ・ 犬 ・ 猪） は， それぞれ十干十二
支の十二支 （子 ・ 丑 ・ 寅 ・ 卯 ・ 辰 ・ 巳 ・ 午 ・ 未 ・ 申 ・ 酉 ・ 戌 ・ 亥） にも振り当てられてい
る。 中国に古くから伝わる文献のう ち十二支に関する最古の記録は， 後漢の王充が著した
『論衡』 に見られ， 人は生まれ年によって似るものが異なる， と当時は考えられていた。 丑
年は牛の年で， 丑年に生まれた人の干支は牛とな り ， 牛に似る， とい う具合である。 この
通り十二支は年を表す呼称であったが， 同時に時刻を表す呼称でもあ り ， 1日を 12等分し，
子の刻の神は鼠， 丑の刻の神は牛と していた。
十二支は太古の人々の動物崇拝と， 動物を用いた紀年法に由来し， 原始時代のシャーマ
ニズムから自然発生的に生まれたものである。 その起源については見解がまちまちである
が， 古代の華夏民族と少数民族の紀年法が融合してできたとするのが一般的である。 ご く
一部の学者はイン ドかバビロニアから中国へ伝来したと見ている 19) が， 中国の天文学者や
民俗学者は十二支外来説の観点に異を唱えている 20)。
牛 ［丑］ は十二支の第二番目であるが， 十二支の選定と序列について， 朱熹21) は動物の
日々の活動時間から決められたと している。 夜の 11時から深夜の 1時は子の刻であるが，
この時間， 鼠は最も活発に動き回る。 深夜1時から 3時は丑の刻で， 牛が反芻する ころであ
る。 深夜 3時から 5時は寅の刻， 虎はあちこちを徘徊し， 最も獰猛になる。 朝の 5時から 7
時までは卯の刻， 日の出前のまだ月明かりが残る ころ， 月の兎は杵を手にせっせと薬を作
る……。 そして夜の 9時から 11時は， すべてが寝静ま り ， ブタ 22) が高いびきをかいて眠る
亥の刻である。
十二支の動物には自然界における友好あるいは敵対の相関関係があるが， さ らに十二支
は陰陽五行と結び付いたために， その相生相克の理論が男女の縁組にまで適用され， 干支
による婚姻のタブーが生まれた。 例えば “釘瀧㌢墾” （丑年と午年はいがみ合う）， “釘剪㌢
喝” （丑年と未年は衝突する）， “易瀧殿楳釘” （白馬は青牛を恐れる） などである。
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干支が生まれ年や年齢， 長幼の序を表す序数の代わ り と して中国の民衆に広く受け入れ
られてからすでに久し く ， 子供からお年寄り まで誰もが知っている。 たとえ家から一歩も
出ず， 字の読めない人であろ う と， 今年の干支は知らな く と も， 自分の干支は間違いな く
知っているだろ う。
丑年には牛が， 寅年には虎が話題に上る。 毎年旧暦の年越しの時期になると， 必ず脚光
を浴びるのが干支である。 中央電視台が春節前日の大晦日に放送する 「春節聯迎晩会」 で
「干支」 に触れなかったこ となどただの一度もない。
また， 中国で毎年確実に流行する運勢占いは 「干支占い」 である。 筆者の手元には北京の
自由市場の文具を売る露店で購入した， 1997年から 2002年までの 「干支占い」 の小冊子が
ある。 それは書籍ではな く ， 庶民の間に伝わるご く簡単な冊子であるから， 著者名も出版
社名もないのだが， かえって当た りそうな気がするのは， そのいかにも雑な作りから生々
し い庶民の息吹が感じ られるためであろ う。 面白い こ と に， すべての干支に共通して
「（一） 性格」 の欄だけは毎年内容が大同小異であ り ， 時にま った く同じ とい う こ とすらあ
る。 これは人の性格が 「干支の動物の性格に似る」 ためであ り ， それが言わずと知れた約
束， 暗黙の了解となっている。
次に 2002年の原文23) を引用し， 民間に伝わる丑年の人の性格判断はどのよ うなものか見
てみよ う。
“釘奉㌢℡尢彭， 宥狛取逗適薦嘉嬬資誼撹孔， 奉釘繁議來鯉壓噴屈奉㌢嶄， 珊頁艶醤匯
鯉議， 匆頁載辛酷議， 辛參傍釘定伏繁頁真誼廖議， 麿断芦床， 嗤訳尖， 匆頁匯倖嗤塚伉
議音岑藤城議垢恬宀， 麿断議糧嶷酉糞， 巷屎涙暴議垢恬娼舞， 匆載嬬誼欺幡璃繁平才糟
擬議壘浜才佚喘， 麿埋隼嗤扮載耕峇， 朝便撹号， 匆嗤頁載陶需， 徽麿珊頁嬬校油函吭需
議， 麿議音莫音氾才匝裡音上， 蓑業穫糞， 販斥販垤議娼舞匆頁巉侭音式議， 音砿麿恂焚
担垢恬悳頁浪散嗤訳音良， 釈隔耕協庁塀， 恊嶷勧由鉱廷， 燕⑬竃貫音墫岱涙嫗才溶釣揮
邦， 恂並貫音浪散真返粁才裕字函派栖頼撹， 奉釘繁侭真議頁匯某音攻才釈藩議吭崗， 參
式互賓議⑭附娼舞， 恂並嗤兵嗤嶮， 旺載凵具傍恂音匯磯余遇系， 奉釘繁傍三頁麻方， 載
讐佚喘， 匯冱屡竃， 聲瀧佃弖， 麿飛之阻娥才之阻麗， 椎低音喘毅伉， 麿氏佚便典冱， 泌
豚拷珊， 奉釘繁醤嗤爺伏議糟擬嘉嬬， 麿載讐參附恬夸， 冢參舵失， 匆載氏喘射舵冢鯉議
勣箔艶繁， 麿範葎耽倖繁脅哘乎勝伉勝岼， 音哘乎葎艶繁議髪泣壘胆匆頁音贋壓議， 麿断
嗤扮狛噐岐医才耕峇， 群並握緒緒柴熟， 音叟俊除， 匆音鋲噐購伉艶繁， 械燕⑬竃嘱繁欠
業， 泌惚嗤繁溜莫阻麿才爾鏑阻麿， 匯稀窟軟蕩賑栖椎匆頁音誼阻， 宸扮麿氏払肇尖崘， 氏
℡巷釘匯劔窟決貌議序好販採斤返。” （訳 ：苦労と努力を積み重ね， やがて成功を収めるの
が丑年の典型である。 丑年の人の性格は十二支の中でも異彩を放ってお り ， 一目置くべき
である。 丑年生まれの人は信頼に足るといえよ う。 物静かでモラルがあ り ， 仕事面でもタ
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フでエネルギッシュである。 その謹厳実直で公正無私な勤労精神はオーソ リティーやリー
ダーから高く評価され， 信用を得るであろ う。 丑年の人は時に頑固で， 因習にと らわれる
と ころがあ り ， 思い込みが強いが， 人の意見に耳を傾ける こ と もできる。 どんな困難にも
屈せず， ピンチにもひるまない， そして誠実で苦労をいとわぬ精神は他の追随を許さない。
何をするにもきっ ち り と していて， 一定のスタイルを貫き， 伝統的な観念を大切にする。
いい加減で煮え切らない態度を取ったこ とがな く ， 事を成すために策を弄した り機に乗じ
た りするのをよ し と しない。 堅実かつ強靭な意志と気高い奉仕の精神こそが丑年の人の
モッ トーで， 何事も終始一貫してお り ， 言動不一致や中途半端が大嫌いである。 言ったこ
とを守り ， 信用を大切にし， 前言を撤回するよ うなこ とはない。 丑年の人にお金や物を貸
しても心配無用， 相手は約束を守り ， 期日通り に返却するであろ う。 丑年の人には天性の
リーダーシップがあ り ， 身をも って範を示し， 己に厳しいこ とに重きを置く。 また厳格な
ルールを他人に押し付ける傾向がある。 丑年の人は誰もが誠意を尽く して職務を果たすべ
きだと考えている。 融通が利かず強情であ り ， 何をするにも さ さいなこ とを気にし， 近寄
りがたい。 他人に気を配るのも下手で， 常に軍人風を吹かせる。 丑年の人を理不尽な目に
遭わせた り怒らせた り しよ う ものなら大変である。 丑年生まれの人がかんしゃ く を起こ し
たら理性を失い， 相手が誰であろ う と雄牛のごと く突進して行くであろ う。）
８ おわりに
（1） 言語における 「牛」 のイメージ （現代中国語を主とする）
A. 良い面
「思いやり と人情味がある」， 「丈夫で強壮」， 「勤勉」， 「苦労に耐える」， 「奉仕の精神
を持つ」， 「肝が据わっている」， 「大物」， 「負けず嫌い」， 「黙々 と働く 」， 「役に立つ」，
「力持ち」， 「頼も しい」
B. 良くない面
「間抜け」， 「貧乏く さい」， 「馬よ り劣る」， 「傲慢」， 「怖い」， 「見掛け倒し」， 「不運」，
「強情で頑固」， 「譲らない」， 「大きすぎる」， 「のろい」， 「ばか力」
（2） 民話における 「牛」 のイメージ （今日伝わっているものに限る）
A. 良い面
「神霊の宿る動物」， 「神の化身である」， 「天から降臨した」， 「前世は人や役人であっ
た」， 「貧者の味方」
B. 良くない面
「不運」， 「好戦的」， 「暴れん坊」
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（3） 十二支における 「牛 （丑年の人）」 のイメージ
A. 良い面
「頼り になる」， 「私心がない」， 「公正」， 「ま じめ」， 「タ フ」， 「勤勉で努力家」， 「奉仕
の精神」， 「誠実」， 「ピンチに強い」， 「言動が一致している」， 「終始一貫している」， 「出
し ゃばらない」
B. 良くない面
「頑固」， 「杓子定規」， 「重箱の隅をほじ く る」， 「近付きに く い」， 「他人を気遣うのが
下手」， 「怒る と怖い」， 「怒り っぽい」
「牛」 のイ メージは時代をさかのぼるほど良い。 これは春秋戦国以降， 牛が農耕の主
力， 農民の友と して， 人々の生活と密接にかかわるよ う になったためである。 「神格化」
から 「俗化」 へ， 「人」 から 「物」 へ， 「未知」 から 「熟知」 へと人間と牛の距離は徐々
に縮ま っていったのである。 また社会の進歩と発展につれ， 牛の役割も自ずと軽んじ ら
れるよ う になった。 牛に求めるものも古代よ り高度にな り ， 人間の進化， あるいは人間
の 「わがまま」 から 「牛」 は人間に従属すべきものと見なされるよ うになった。 牛が言う
こ とを聞かないと， 人はしゃ く に触って仕方がないのである。 現代中国語の 「牛」 にまつ
わる常用語は， “釘來徨” （強情っ張り）， “釘蕩賑” （強情っ張り）， “釘來” （頑固で強情
な性格）， “析釘性篤概” （老牛がぼろ車を引く ， 仕事をのろのろやっている様） など， そ
の大半があま り よ くない言葉である。 とはいえ， 歴史ある牛崇拝の文化は， 中国人の意
識の中でいまだに根強いため， 言語と文化に見られる 「牛」 は良し悪し両面があるが， 総
合的にはやはりプラスの面が勝っているであろ う。
注
01） この青は黒に近い色で， 紺と黒の中間色の牛を青牛とい う。
02） 文学作品や詩歌などについてはすでに多くの先行研究があるため， 本稿ではこれらを対象外とした。
03） “共” は元来食物を煮炊きするのに用いた生活用具であ り ， 今日の大鍋に相当するが， 形状はかな り
異なる。 古代， 祭祀の際に， 神にさ さげるいけにえである牛を “共” に入れて煮た。
04） 歴史学者， 顧頡剛著 『史林雑識』 の考証による。
05） 『説文解字』 （121年頃） ： 後漢の許慎の著。 文字の形 ・義 ・ 音を説いた中国史上最古の字書。
06） 『玉篇』 （543年頃） 南朝の顧野王の撰による字書。 全 30巻。
07） 『六書故 ・ 動物一』 宋代の戴迂の撰。
08） 『字彙 ・ 牛部』 （1615年頃） ： 明代の梅膺祚の撰。 比較的平易で， 調べやすい大型字書。 全 14巻。
09） 春秋時代に相当する。 紀元前 551年～紀元前 479年。
10） こ こでい う黄色は褐色に近い。
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11） その語に対応する日本語の表現がある場合とない場合があるため， 直訳を示すこ とにした。
12） 直訳が適切でないものは， その単語の表す意味を示す。 Cの③ ・⑦も同様である。
13）
14）
15） 前後の句からなるしゃれ言葉であ り ， 前句でなぞをかけ， 後句で謎解きをする。 前句のみを言う こ と
が多い。
16） 日本では星座ではない。
17） 旧暦の 7月 7日を指す。
18） 紙幅の関係から原文を引用せず， あらすじを紹介するにとどめる。
19） 郭沫若 （1952） 『甲骨文研究 ・釋干支』 人民出版社
20） 王紅旗氏は 『神秘的生肖文化与遊戯』 （三聯書店 1992年版） で， 十二支は木星の運行に由来すると
い う新説を展開している。
21） 朱熹 1130年～1200年。 南宋の儒学者。
22） ブタのこ とを現代中国では “幎” と書き， “諤” は普通 「子ブタ」 のこ とを指す。 誤解を避けるため，
こ こでは仮名のみで記す。 詳し くは 「ブタ」 の項で述べる。
23） 民間に伝わるものであるため “炎泣憲催” （句読点） は必ずしも正しいとはいえないが， 原文のまま
掲載する。
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